
���

��
��������	 
�������� � ��������	��� 
����������		�������������� �������   !"#$%&�'(!)&�!�*&+!$,#,*"!-�

�����

�	


������������������������������������������������

○年頭の挨拶 １
○町の話題 ２
○お知らせ ３
○イマダス・町の宝

４

……………
………………
………………

……………………

����������������		

������������
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

希
望
に
あ
ふ
れ
る
新
春
を
、
町
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
町
財
政
の
厳
し
い
中
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
ご
協
力
に
よ
り
、

ど
う
に
か
町
政
を
推
進
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
一
年
を
振
返
っ
て
み
ま
す
と
水

稲
の
作
柄
は
水
不
足
の
心
配
も
あ
り
ま

し
た
が
、
夏
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
収
量

は
減
少
し
た
も
の
の
品
質
は
近
年
に
な

い
実
り
の
秋
と
な
り
ま
し
た
。

漁
業
関
係
で
は
モ
ズ
ク
の
値
崩
れ
な

ど
全
般
的
な
漁
の
不
振
で
あ
り
ま
し
た

が
、
ナ
マ
コ
漁
が
良
い
状
況
と
お
聞
き

し
安
心
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
一
昨
年
よ
り
検
討
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
、
老
人
福
祉
施
設
の

｢

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
か
や
ま
荘｣

や

｢

ひ
よ
り｣

の
民
間
移
譲
に
つ
い
て

は
、
町
議
会
と
県
の
承
認
を
い
た
だ
き
、

４
月
よ
り
社
会
福
祉
法
人
双
樹
苑
に
移

管
さ
れ
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
６
月
、
国
は
地
方
公
共
団
体
の

健
全
化
に
関
す
る
公
表
の
制
度
を
設
け
、

｢

地
方
公
共
団
体
の
財
政
健
全
化
に
関

す
る
法
律｣

が
公
布
さ
れ
、
平
成
20
年

度
決
算
か
ら
財
政
の
健
全
度
を
測
る
指

標
と
し
て

｢

連
結
実
質
赤
字
比
率｣

な

ど
四
指
標
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

当
町
で
は
、
国
の
三
位
一
体
改
革
に

よ
る
大
幅
な
地
方
交
付
税
削
減
で
町
財

政
逼ひ
っ

迫ぱ
く

に
よ
り
、
い
ち
早
く
健
全
化
対

策
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
国

が
示
し
た
健
全
化
判
断
比
率
の
四
指
標

の
中
で
、
普
通
会
計
と
特
別
会
計
一
括

の

｢

連
結
実
質
赤
字
比
率｣

が
導
入
さ

れ
、
当
町
は
連
結
決
算
で
赤
字
比
率
が

20
％
を
超
え
る
見
込
み
と
な
り
、
こ
の

ま
ま
で
は

｢

夕
張
市
の
破
綻｣

の
よ
う

な
赤
字
再
建
団
体
へ
転
落
す
る
こ
と
に

な
る
た
め
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
５

月
に
は
町
民
の
皆
さ
ん
へ

｢

今
別
町
の

健
全
化
計
画
案｣

を
配
布
、
各
種
団
体

等
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
６
月
定
例
議
会
に
お
い
て
町
民

の
皆
さ
ん
に
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
水
道
料
金
の
改
定
や
議
員
報

酬
の
削
減
、
特
別
職
と
職
員
給
与
の
削

減
等
町
健
全
化
計
画
の
承
認
を
い
た
だ

き
、
平
成
24
年
度
ま
で
の
健
全
化
計
画

が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

県
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
都
市
と

地
方
の
格
差
是
正
が
な
さ
れ
ず
、
一
向

に
県
内
経
済
・
景
気
は
浮
揚
せ
ず
、
若

者
等
の
就
労
の
場
が
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
国
政
は
７
月
の
参
議
院
選
挙

で
の
自
民
党
大
敗
に
よ
る｢

ね
じ
れ
国

会｣
、
安
倍
政
権
の

｢

美
し
い
国
、
日

本｣
の
国
づ
く
り
か
ら
、
福
田
政
権
に

代
っ
た
状
況
の
中
、
国
内
は
原
油
高
騰

に
よ
る
影
響
で
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
の
価

格
や
食
料
品
等
の
値
上
げ
が
続
き
、
国

民
の
生
活
を
圧
迫
し
て
パ
ニ
ッ
ク
状
態

に
あ
り
ま
す
。

平
成
20
年
は
、
４
月
か
ら
75
歳
以
上

を
対
象
と
し
た

｢

後
期
高
齢
者
医
療
制

度｣

が
ス
タ
ー
ト
し
、
高
齢
者
比
率
37

％
と
県
下
一
の
当
町
に
と
っ
て
は
、
高

齢
者
を
は
じ
め
町
負
担
も
増
え
、
町
民

生
活
と
町
財
政
運
営
に
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
町
財
政
が
今
ま
で
以

上
に
厳
し
く

正
念
場
を
迎

え
て
い
る
中

で
、
平
成
20

年
は
町
総
合

計
画
と
町
健

全
化
計
画
の

推
進
に
努
め
、
財

源
の
確
保
と
歳
出

を
抑
制
し
な
が
ら

も
、
各
種
事
業
の

実
施
と
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。
主
な
も
の
と
し
て
は
、

住
居
環
境
の
整
備
と
し
て
平
成
18
年
度

か
ら
の
継
続
事
業
で
あ
り
ま
す
融
雪
溝

整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
逗
子
地
区
と

後
町
地
区
が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
引

き
続
き
今
年
は
西
田
地
区
の
融
雪
溝
整

備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、

合
併
浄
化
槽
の
設
置
普
及
に
努
め
て
い

く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
道
２
８
０
号
砂
ヶ
森
地
区

赤
根
沢
付
近
の
急
勾
配
で
狭
隘
の
う
え

カ
ー
ブ
が
多
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、
国
・

県
へ
強
く
改
良
を
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
袰
月
地
区
七
曲
坂
に
つ
い
て

も
拡
幅
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

北
海
道
新
幹
線
関
係
で
は
、
鉄
道
・

運
輸
機
構
等
に
よ
り
昨
年
９
月
か
ら
二

股
地
区
の

｢(

仮
称)

奥
津
軽
駅｣

設

置
予
定
地
周
辺
に
保
守
基
地
造
成
工
事

が
行
わ
れ
、
今
年
の
７
月
ま
で
に
完
成

す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
内
に
敷
く
新

幹
線
レ
ー
ル
搬
入
・
溶
接
作
業
も
本
格

的
に
始
ま
り
、
北
海
道
新
幹
線

｢(

仮

称)

奥
津
軽
駅｣

開
業
に
向
け
着
々
と

諸
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

当
町
と
し
て
も
、
こ
の
北
海
道
新
幹

線
の
開
業
に
向
け
て
の
ア
ク
セ
ス
道
路

網
の
整
備
と
交
通
基
盤
を
強
化
し
て
、

当
町
は
も
と
よ
り
津
軽
半
島
地
域
の
活

性
化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

今
後
も
今
別
町
を

｢

足
腰
の
強
い
今

別
町｣

に
す
る
た
め
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
平

成
20
年
も
昨
年
同
様
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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�� ��

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
統
一
地
方
選
挙
の
年
に
当

た
り
各
種
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

７
月
の
参
議
院
選
挙
で
は
自
民
党
が
大

敗
し
、
安
倍
首
相
の
突
然
の
辞
任
と
あ

わ
た
だ
し
く
誕
生
し
た
福
田
内
閣
、
衆

参
ね
じ
れ
国
会
な
ど
、
国
政
が
大
き
く

揺
れ
動
い
た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。

わ
が
町
に
お
い
て
は
、
逼ひ

っ

迫ぱ
く

し
た
財

政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
に
、
職
員
給

与
と
議
員
報
酬
等
を
大
幅
に
削
減
す
る

一
方
、
水
道
料
の
値
上
げ
で
住
民
負
担

を
お
願
い
す
る
と
い
う
苦
渋
の
選
択
を

し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
は
年
明
け
か
ら
記
録
的

な
暖
冬
少
雪
と
な
り
ま
し
た
が
、
秋
か

ら
年
末
に
か
け
て
、
灯
油
・
ガ
ソ
リ
ン
・

重
油
等
の
価
格
が
高
騰
し
、
関
連
す
る

値
上
げ
も
あ
っ
て
生
活
を
更
に
圧
迫
す

る
と
い
う
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

｢

収
入
は
減
っ
て
物
価
は
上
が
り
、
負

担
や
経
費
は
増
え
る
一
方
、
一
体
こ
の

先
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う｣

町
民
か
ら
は

こ
ん
な
嘆
き
や
不
安
の
声
が
聞
こ
え
て

き
ま
す
。

中
央
と
地
方
の
経
済
格
差
や
企
業
・

個
人
の
所
得
格
差
が
拡
大
す
る
な
ど
、

暮
ら
し
に
く
い
社
会
に
な
り
ま
し
た
が
、

住
民
の
福
祉
向
上
と
地
域
振
興
を
図
る

こ
と
は
、
町
民
皆
様
か
ら
負
託
さ
れ
た

首
長
と
議
会
の
責
務
で
あ
り
、
地
方
分

権
が
進
む
に
つ
れ
て
議
会
の
役
割
も
ま

た
大
き
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
３
月
に
任
期
満
了
と
な
る
町
議

会
議
員
の
選
挙
は
、
定
数
を
10
人
か
ら

７
人
に
削
減
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
様
々

な
課
題
が
山
積
す
る
中
、
め
ま
ぐ
る
し

く
変
化
す
る
国
内
外
の
動
き
を
的
確
に

と
ら
え
、
将
来
の
町
づ
く
り
の
た
め
議

員
一
同
、
研け
ん

鑽さ
ん

を
積
み
努
力
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を

賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
祈
念
し
て
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。
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町

長

小

鹿

正

義

副

町

長

阿

部

義

治

教
育
委
員
長

相

内

利

男

委

員

一

同

教

育

長

澤

田

渉

農
業
委
員
会
長

間

山

春

美

委

員

一

同

選
挙
管
理
委
員
長

新
井
田

昭

委

員

一

同

代
表
監
査
委
員

平

山

多
三
郎

監

査

委

員

阿

部

修

吾

議

長

島

中

春

光

副

議

長

長

島

三
千
次

議

員

本

郷

良

克

(

議
席
順)

福

士

和
比
古

中

島

邦

彦

小

鹿

勉

明

田

平

苗

嶋

中

忠

也

阿

部

修

吾

佐

藤

豪
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11
月
26
日
、
ホ
テ
ル
青
森
に
お

い
て
、
２
０
０
７
年
度
県
褒
賞
式

が
行
わ
れ
、
今
別
町
消
防
団
団
長

横
岡

亘
氏
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

県
褒
賞
は
昭
和
33
年
か
ら
行
わ

れ
、
広
く
県
民
の
模
範
と
な
り
、

公
共
の
福
祉
増
進
に
功
労
が
あ
っ

た
人
に
贈
ら
れ
る
賞
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
消
防
業
務
に
精
励
し
、

公
益
と
民
生
の
安
全
に
貢
献
さ
れ

た
功
績
が
認
め
ら
れ
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

横
岡
団
長
は
、
昭
和
34
年
１
月

今
別
町
消
防
団
に
入
団
以
来
48
年

余
り
の
長
き
に
わ
た
り
、
火
災
は

勿
論
、
各
種
災
害
に
は
常
に
豊
富

な
体
験
を
十
分
に
発
揮
し
て
、
住

民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
の
確

保
に
あ
た
る
な
ど
社
会
福
祉
の
増

進
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
町
消
防
団
団
長
と
し
て
、

団
員
を
ま
と
め
、
火
災
業
務
は
勿

論
、
分
団
幹
部
や
団
員
に
適
切
な

指
示
や
助
言
を
与
え
る
な
ど
、
消

防
団
業
務
の
推
進
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

�
�

�
�

・
昭
和
46
年
６
月
12
日

今
別
町
消
防
団
長
表
彰

・
昭
和
59
年
３
月
27
日

青
森
県
消
防
協
会
長
表
彰

・
昭
和
62
年
６
月
３
日

今
別
町
長
表
彰

・
平
成
２
年
３
月
26
日

青
森
県
知
事
表
彰

(

永
年
勤
続
功
労
章)

・
平
成
６
年
３
月
２
日

消
防
庁
長
官
表
彰

(

永
年
勤
続
功
労
章)

・
平
成
11
年
２
月
９
日

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

(

功
績
章)

・
平
成
15
年
３
月
26
日

青
森
県
消
防
協
会
長
表
彰

(

有
功
章)

青
森
県
知
事
表
彰

(

功
労
章)
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12
月
７
日
、
今
別
小
学
校

(

浅
利
勝
憲
校

長)

で
収
穫
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

収
穫
祭
で
使
用
し
た
お
米
は
、
嶋
中
一
仁

さ
ん

(

大
川
平)

の
田
ん
ぼ
を
借
り
て
、
田

植
え
か
ら
稲
刈
り
、
脱
穀
と
一
生
懸
命
育
て

上
げ
た
も
ち
米
を
使
い
、
児
童
自
身
が
餅
を

つ
い
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
校
児
童
が

参
加
し
て
、
紅
白
の

ま
ゆ
玉
を
作
り
、
大

小
様
々
な
餅
を
飾
り
、

各
学
年
ご
と
に
個
性

豊
か
な
ま
ゆ
玉
が
完

成
し
ま
し
た
。

最
後
は
雑
煮
な
ど

を
食
べ
て
、
参
加
し

た
児
童

は
収
穫

祭
を
楽

し
ん
で

い
ま
し

た
。

｢

２
０
０
７
青
森
県
ま
る
ご
と
市
町

村
ま
つ
り
in
ア
ス
パ
ム｣

が
11
月
23
日

か
ら
25
日
の
３
日
間
、
青
森
県
観
光
物

産
館
ア
ス
パ
ム
で
開
催
さ
れ
、
県
内
40

市
町
村
自
慢
の
地
場
産
品
や
郷
土
芸
能

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

当
町
か
ら
は
、
今
別
町
商
工
会

(

会

長

相
内
喜
久
男)

や
ザ
・
あ
っ
ぱ
〜

ズ

(

代
表

間
山
ち
よ)

、
奥
津
軽
い

の
し
し
牧
場

(

代
表

嶋
中
三
也)

な

ど
が
参
加
し
、
町
の
特
産
物
を
使
用
し

た
加
工
食
品
を
販
売
し
ま
し
た
。

ま
た
、
２
階
青
い
森
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
郷
土
芸
能
実
演
会
に
は
、
青
森

県
民
俗
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
今
別
町
郷
土
芸
能

｢

荒
馬｣

が
披
露

さ
れ
、
今
別
荒
馬
保
存
会

(

代
表

堂

端
弘
隆)

が
日
本
一
激
し
い
踊
り
荒
馬

を
披
露
し
、
会
場
に
集
っ
た
観
客
か
ら

大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

12
月
８
日
、
県
立
北

高
校
今
別
校
舎
体
育
館

に
お
い
て
、
第
１
回

｢

あ
す
な
ろ
杯｣

フ
ェ

ン
シ
ン
グ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
別
を
は
じ
め
、
県

内
外
か
ら
の
選
手
も
参

加
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
は
、
今

別
出
身
で
現
在
警
視
庁

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
監
督
の
澤
田
聡
さ
ん
や
、
全
日
本

コ
ー
チ
の
岡
崎
直
人
さ
ん

(

警
視
庁)

、
昨
年
全
日

本
個
人
優
勝
者
の
福
田
祐
輔
選
手

(

警
視
庁)

な
ど

が
講
師
と
な
り
、
技
術
な
ど
を
熱
心
に
教
え
て
い
ま

し
た
。

参
加
し
た
選
手
は
、｢

大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
け
ど
、
今
回
教
え
て
い
た
だ
い
た
講

師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
今
後
に
活
か
し
た
い｣

と
話
し

て
い
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
主
催
の
荒
馬
っ
子

ス
ク
ー
ル

｢

ス
ケ
ー
ト
教
室｣

が

11
月
17
日
に
青
森
県
営
ス
ケ
ー
ト

場
に
お
い
て
行
わ
れ
、
25
人
の
児

童
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
ス
ケ
ー
ト
教
室
は
、
子
ど

も
た
ち
の
協
調
性
や
思
い
や
り
の

心
を
育
み
、
冬
期
間
の
体
力
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

３
年
生
以
上
の
児
童
は
、
学
校

で
も
ス
ケ
ー
ト
教
室
が
あ
っ
た
の

で
、
と
て
も
上
手
に
滑
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
親
子
で
参
加
し
た

嶋
中
浩
二
さ
ん

(

大
川
平)

は

｢

普
段
子
ど
も
と
遊
ん
で
あ
げ
る

機
会
が
少
な
い
た
め
、
親
子
で
ふ

れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た｣

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は｢

も
っ

と
滑
り
た
い｣

｢

来
年
も
参
加
し

た
い｣
と
元
気
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。
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ACDEF<GH<�IJK:;EF��H<<I�LK

地 区 担 当 氏 名 連 絡 先

今別１区(八幡町) 米田 憲一 ３５－２７７４

今別２区(新町・逗子・新道・寺町) 澤田 至 ３５－２０３０

今別３区(後町・三階町・団地) 澤田 いつ ３５－３６００

今別４区(西田) 嶋中 文子 ３５－３７６１

浜名 新井田優子 ３５－２２７０

大川平(下町) 嶋中美保子 ３５－２４６３

大川平(上町) 嶋中 俊次 ３５－３１６５

二股 相内 久江 ３５－２３８９

鍋田・関口 山崎 幸江 ３５－３３１７

村元 石岡多江子 ３５－３３３２

山崎 中島 妙子 ３５－２６３５

大泊 吉田 すゑ ３６－２００８

袰月 伊藤 勝� ３６－２００６

砂ヶ森 川口 明徳 ３６－２３６４

奥平部・綱不知 田中 ミチ ３６－２３２９

主任児童委員 山内 和子 ３５－３０６４

主任児童委員 鈴木 淑子 ３５－２３５２
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先月に引き続き､ 今年の健康診断をみてみましょう｡
塩分摂取と血圧の関係はよく話題になりますが､ 塩分の過剰摂取は
肥満の原因ともなるようです｡
今年の健診の結果､ ＢＭＩ (肥満度) が高ければ高いほど､ 塩分摂取量と血圧が上がるという
結果がでました｡ (ＢＭＩとは､ 肥満度を表す指標で22が最も標準といわれています｡)
����	
����������������������� !�

みなさんはどうでしたか？塩分と肥満との関係は､ 多く食事を摂る人は自然的に塩分摂取量も
多くなることと､ 塩分が食欲を増進させるともいえます｡

国で示す１日の塩分摂取量の目標値は"#$です｡
今別町の方は､ １日の塩分摂取量が平均２～３ｇ多い
ことになります｡
これからの時期､ 家族､ 友人が集まり､ 楽しい宴も多いことと思います｡
楽しむ時は楽しみ､ そのあとは摂生をするなど､ 自分なりの体調管理に努めましょう｡

��� �����	
 �������
 �������
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高齢者医療制度について以下のとおり取りまと
められ､ 政府としても実施することとされました
ので､ 現時点での内容をお知らせします｡
なお､ 今後､ 制度の内容が正式に決定した段階

で改めてお知らせいたします｡

���������	
���������
�
����������������� �!

�"���#�$�%&'�(�)*

(注１)既に３割負担を頂いている方､ 後期高齢者
医療制度の対象となる一定の障害認定を受
けた方は除きます｡

(※)昨年の制度改正では､ 70～74歳の方の窓口負
担に見直されることとされていたものを据え
置くものです｡

+,-./01234�567�8�9:�
;<=0	;>0?@��?@A���
�
���������B�� �CD�"E

FAGHIJ����������������
�� �CD�"EJK$?@AL	;?
@0MN$�#B$OPQ(RLGHI�
)*
(対象者)
75歳以上の方(注２)で､ 後期高齢者医療の被保

険者になる日の前日 (平成20年３月31日又は75歳
の誕生日の前日) において被用者保険(注３)の被
扶養者となっている方

(注２)65～74歳で一定の障害認定を受けた方を含
みます｡

(注３)政府管掌健康保険や､ 企業の健康保険､ 公
務員の共済組合等､ いわゆる ｢サラリーマ
ン｣ の健康保険であり､ 国民健康保険は該
当しません｡

(※)昨年の制度改正では､ 被用者保険の被扶養者
の方については､ 後期高齢者医療制度の被保
険者となった日の属する月から２年間､ 被保
険者均等割を５割軽減することとされていま
すが､ 今回の措置はそれに加えて行うもので
す｡

お問合せ先
町民福祉課 町民担当 電話 ３５－２００１

������������������������������������
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ＮＴＴでは､ ライフラインである重要なケーブ

ルを地下に設置し､ 架空ケーブル (電柱に設置)
については､ あらゆる地域に設置されています｡
各種工事を進める時は､ 地下埋設ケーブル､ 架

空ケーブル等にご注意願います｡ ケーブルを切断
した場合は､ 付近の電話が不通となり緊急連絡等
が出来ない状態になります｡
道路の掘削を伴う工事の際は､ 最寄りのＮＴＴ

東日本青森へ必ずご連絡をお願いします｡ 工事立
会いは無料です｡
｢電話ケーブル切断事故防止｣ についてご協力

をお願いします｡
連絡先
東日本青森 電話０１２０－３４－８７６４
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青森県では､ 平成18年１月16日から､ 地方税電

子化協議会が運営する地方税ポータルシステム
(通称 ｢ｅＬＴＡＸ：エルタックス｣) を利用して､
インターネットによる法人県民税・法人事業税の
申告受付を開始しています｡
ご利用方法等､ 詳細については､ 下記エルタッ

クスホームページをご覧ください｡
ｅＬＴＡＸホームページ http://www.eltax.jp/
お問合せ先 東青地域県民局県税部課税第１課

電話 ０１７－７３４－９９７２

�������������������������������������
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�

�������������������������������������
�

�
�
�
�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

� - �# . / 0 1 2 � 3 4 5 6

＊相談時間 (午前９時～11時50分) (午後１時～４時) 昼食時間 (正午～12時50分)
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� � 平成20年１月26日 (土)
午前10時～午後３時

��� 中央公民館

�	
�� � � ��	
��������

��������	
���
※
町
に
住
所
を
有
す
る
３
歳
以
下

(

平
成
16
年
４
月
２
日

誕
生
日
以
降)

の
子
ど
も
さ
ん
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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本県では､ 節目検診及び節目外検診におけるウィルス
性肝炎の感染者率が全国平均を上回っており､ これらの
感染症のまん延防止､ 発生の予防等を図るため､ 国の肝
炎対策等を勘案し､ ウィルス性肝炎検査をエイズ検査か
ら切り離し､ 単独で実施することになりました｡

日 時 原則第２火曜日 午前10時～11時30分
・平成20年１月８日 (火)

２月12日 (火)
３月11日 (火)

(事前予約が必要)
対 象 感染の心配がある東津軽郡に居住する方
場 所 東地方保健所 (旧青森保健所) ２階

青森市造道３－２５－１
検 査 内 容 Ｂ型肝炎､ Ｃ型肝炎 (血液検査)
料 金 Ｂ型：３２８円 Ｃ型：１, ０５６円

Ｂ型及びＣ型：１, ２８８円
そ の 他 年齢制限はありません｡
お問合せ先 東地方保健所 指導予防課

電話 ０１７－７４１－８１１６


